
第３学年１組 国語科書写学習指導案 
 

 
１ 単元名  「曲がり」と「おれ」の筆使い 『ビル』 
 
２ 目標   
○自分のめあてをもち，友達と学び合いながら，意欲的に学習に取り組むことができる。 
                                  （関心・意欲・態度） 
○『ビル』の「曲がり」と「おれ」の筆使いを正しく理解し，筆圧に気を付けて字形を整えて書く

ことができる。                          （知識・理解，技能） 
○自己評価や相互評価を行い，自分や友達の伸びを見付け合うことができる。  （思考・判断） 
○他の文字や硬筆でも「曲がり」と「おれ」の書き方に気を付けて，正しく書こうとする意識をも

つことができる。                              （日常化） 
３ 指導計画（全３時間） 
第１時 ｢曲がり｣と「おれ」の筆使いを理解する。（本時） 
第２時 ｢曲がり｣と「おれ」の筆使いに気を付けて字形を整えて『ビル』を書く。 
第３時 毛筆で学習したことを生かして，「曲がり」と「おれ」のある文字を硬筆で書く。 

 
４ 指導上の立場  
○ 本単元は，第３学年及び第４学年の内容（２）「ウ 点画の種類を理解するとともに，毛筆を使

用して筆圧などに注意して書くこと。」を受けて設定されている。そして，毛筆で初めての片仮

名の学習であり「曲がり」と「おれ」の筆使いを理解して書くことをねらいとしている。ここで

は，『ビル』を題材として，「曲がり」と「おれ」の筆使いを比較して，その違いを確認し，「曲

がり」と「おれ」における筆の軸の扱いと，穂先の動きについてつかませたい。「曲がり」は，

前単元で学習した『にじ』の『じ』の筆使いと，送筆の方向が違うだけで基本的な筆使いは同じ

である。また，「おれ」についても既習の学習を生かし，筆圧に気を付けて字形を整えて書くこ

とができるようにしたい。さらに，『ビル』で学んだことを日常でも意識して書くことができる

ようにするために本単元を設定した。            
○ 本学級の児童は，毛筆の学習に毎時間意欲的に取り組んでいる。毛筆用具の名称を覚え，筆の

持ち方や用具の扱い方などを学習し，準備や後片付けも手際よくできるようになっているが，墨

汁を付ける量や筆の持ち方，筆圧に注意して整った文字を書くことが難しい児童もいる。また，

漢字や平仮名の基本点画（「横画」「縦画」「はらい」「おれ」「点」「曲がり」）の筆使いについて

学習してきているが，片仮名の学習は初めてである。普段書いている片仮名を見ると，終筆が乱

雑になりがちで，「おれ」の方向が正しくなかったり，「曲がり」との違いを意識せずに書いたり

している児童も多く見られる。自分のめあてをもつことはほとんどの児童ができるようになり，

めあてを意識して練習に取り組むことができつつある。 
○ 本校の研究テーマ「基礎・基本を身に付け，主体的に学ぶ子どもの育成―自ら学び，生活に生

かす書写学習―」に迫るために，次のような工夫を行う。 
・正しい「曲がり」や「おれ」の筆使いを，動画コンテンツや水書板による教師の範書で見せる

ことにより，筆の軸の扱いや穂先の通り道についてつかませ，筆使いの違いに気付かせたい。

また，筆の軸へ洗濯ばさみを取り付けて軸の動きを意識させるようにする。 
・個人のめあてをもつ際に，色付き学習カードを使い，めあてを意識して練習することができる

ようにする。また，めあてを明確にして，友達との学び合いが意欲的にできるようにしたい。  
・まとめ書きでは，隣同士で見合い，よかったところを伝え合うことで相互評価を行い， お互い

のがんばりを認め合うことができるようにする。 
  ・第３時では，既習の漢字表の中から「曲がり」と「おれ」のある文字を見付けて練習すること

により，他の文字にも共通することを確認し，意識して日常の書字活動に生かしていけるよう

にしていきたい。 

平成２３年１１月２５日（金）10：00～10：45 指導者 川上博子 



５ 本時案（第１時） 

目
標 

○「曲がり」と「おれ」の筆使いを理解して『ビル』を書くことができる。 
○自分のめあてをもち，友達と学び合いながら進んで練習することができる。 

学習活動と予想される児童の反応 教師の支援 個への対応（◆）評価（◇） 準備物 

１ 学習のめあてをもつ。 
（１）試し書きをする。 

 
 
 
・かたかなははじめてだ。 
・「曲がり」や「おれ」が

難しいな。 
 
（２）自分のめあてをもつ。 
    

 ・「曲がり」は止まらない

けど「おれ」は止めてい

る。 
 ・筆の軸を回さないように

気を付けよう。 
 

・穂先の通り道が正しくで

きるようにしよう。 
 
 
 
 
２ 練習をする。 
    
   ・「おれ」の練習をしよう。 
 
   ・筆に洗濯ばさみを取り付け

ると，筆を回さないように

できるなあ。 
 
   ・２色筆を使って穂先の通

りを見てみよう。 
   
  
  
 
３ まとめをする。 
（１）まとめ書きをする。 
 
 ・試し書きより上手に書け

たな。 
              
 
 
 
 
（２）振り返りをして，次時 
   の学習を知る。 
 

・正しい姿勢や筆の持ち方や既習の点画の筆使いを確認し，
意識して学習に取り組むことができるようにする。 

・児童のノートから「曲がり」と「おれ」に課題のある文字
『ビル』を提示し，本時は「曲がり」と「おれ」を学習す
ることを知らせ，試し書きをするように伝える。 

・試し書きと手本を比べ，難しかったところを出し合い，課
題を見付けることができるようにする。 

 
 
・水書板で範書することで，「曲がり」や「おれ」の筆使いの
違いをつかみやすくする。 

・「曲がり」と「おれ」の違いを出し合った後，筆使いのポイ
ントを分かりやすくまとめて板書し，児童が自分のめあて
をもつときの参考になるようにする。 

  「曲がり」         「おれ」 
○筆の軸を回さない。    ○筆の軸を回さない。 
○穂先の通り道（左から上）○穂先の通り道（左から上） 
○止めないでゆっくり曲げる○一度止めて方向を変え筆圧を

弱めながら右上にはらう 
・自分のめあてを決めて，色付き学習カードで示すことで，
めあてを意識して練習することができるようにするととも
に，お互いのめあてを明確にし，学び合いがしやすいよう
にする。 

・練習用紙や用具，場所の説明をし，自分のめあてに合わせ
て練習できるようにする。 

① 曲がりの部分練習ができる用紙 
② おれの部分練習ができる用紙 
③ 穂先の通る位置が分かる用紙と練習の場（2 色筆） 
④ 筆の軸を意識するための道具（洗濯ばさみ） 

・友達と練習を見合ってもいいことを伝え，学び合いができ
るようにする。 

・机間指導を行い，姿勢に気を付けて書いている児童や学び
合いをしている児童を称揚し，意欲の持続を図る。 

◆筆使いが難しい児童には，筆を持って一緒に書くようにす
る。 

◇自分のめあてをもち，友達と学び合いながら進んで練習し
ている。（ 関／観察 ） 

・自分のめあてを確認し空書きをした後，まとめ書きをする
ように指示する。 

・隣の児童とまとめ書きをしているところを見合うようにし，
互いに良かったところを伝え合うことで相互評価を行い，
自分や友達の上達に気付くことができるようにする。 

◇「曲がり」と「おれ」の筆使いを理解して『ビル』を書く
ことができている。（知／まとめ書き） 

・毛筆で学習したことを生かして，硬筆で『ビル』を書くこ
とで，「曲がり」や「おれ」を意識することができるように
する。 

・自分の振り返りを，学習カードに記入することにより，次
時に取り組む課題を確認し意欲付けとする。 
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「曲がり」と「おれ」の筆使いに気を付けて書こう。 



 


